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＜序論＞ 

序論     
 
■研究背景  
   公和洋⾏行は、上海のシンボルであるバンドにおいて、
半数近くの建築を⼿手掛けたイギリスの設計事務所で
ある。しかし、それまで上海近代史における研究が膨
⼤大な量に及んでいるにもかかわらず、⽇日本⼈人居留地や
⼤大上海計画、⾥里弄住宅などに集中し、研究の偏りが⾒見
られ、また、上海の近代化において重要な役割を果た
した公和洋⾏行についての研究がかなり不⾜足している。 
 
■研究⽬目的  
   ①公和洋⾏行の全体像の解明 
   ②⼤大衆的視点による近代上海の再考 
 
■研究⽅方法  
『申報』という近代中国において最も影響⼒力の持つ中
国語新聞紙の史料を読解・分析する 
 
■論⽂文構成 
   第⼀一章は公和洋⾏行および近代上海の⼀一般史をまと
め、第⼆二章は申報における⼤大衆的視点について説明し、
第三章と第四章は申報をもとに公和洋⾏行の全体像を
解明し、第五章は改めて近代上海を考察する構成とな
っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１   論⽂文構成（筆者作成） 
 
＜本論＞ 

第⼀一章   公和洋⾏行  
 
   1842年の「南京条約」によって、上海が開港され、
近代という新しい時代に突⼊入する。欧⽶米列強が「治外
法権」をもって租界という⾃自由な楽⼟土にやってきたこ
とで、⼩小さな漁村だった上海県城が極東⼀一の国際都市
までに発展した。貿易にもってこいの地理環境をもっ

ている上海は、「冒険者の楽⼟土」とされ、それに伴い
建築業界も繁栄を極めた。上海の社会・経済が急速発
展を遂げる２０世紀の初めの好景気の波の乗り、⼤大量
⻄西洋建築家が上海に進出し、上海に優れた建築作品を
多く残した。その代表の⼀一つは、イギリス資本の設計
事務所公和洋⾏行であった。 
   公和洋⾏行はその設計実⼒力をもって、上海の建築界
を台頭する地位を獲得した。上海共同租界、とりわ
け当時の⾏行政・貿易の中枢であるバンドにおいて、
半数近くの建築を⼿手掛けたことで名⾼高い。その作品
は新古典主義からアール・デコ、そしてモダニズム
へと様式の変遷は、そのまま近代上海における都
市・建築の発展過程の縮図として位置づけられ、歴
史書の中で語られてきたのである。 
 

■第⼆二章   『申報』  
  
 

図２   近代上海のマスメディア（筆者加筆） 
A：⻄西洋メディアの中⼼心＜バンド＞ 
B：⼆二本メディアの中⼼心＜虹⼝口＞    
C：中国メディアの中⼼心＜望平街＞ 

 
「五⽅方雑処」の近代上海では、多国籍のマスメディア
が存在していた。主に⻄西洋、中国、⽇日本の三つに分け
られ、それぞれの中⼼心地が異なっていった。中国メデ
ィアの拠点である望平街で、『申報』が誕⽣生した。『申
報』のもつ「⼤大衆的視点」を可能にしたのは、この望
平街が列強に⽀支配されている租界に⽴立地しているこ
とに⼤大いに関係がある。まず、租界の特殊的政治性を
利⽤用し、中国政府と対抗して⾃自由な報道が可能となっ
た。また、バンドのすぐ側に位置しているため、⾏行政
から⾦金融、貿易、国内外の出来事などすべての情報の
獲得を可能となった。 
   ⼀一⽅方、『申報』が誕⽣生する前にすでに中国語新聞紙
が存在したものの、完全に⻄西洋のやり⽅方で作ったため、
発⾏行量はきわめて少なかった。それに対し『申報』は
イギリス貿易商が営利⽬目的で創⽴立されたものの、すべ
て中国⼈人に執筆や編集を担当させたことで、最も中国
⼈人利益と合⽬目的性のある新聞紙となり、きわめて広い
影響⼒力をもつようになった。 

   つまり、『申報』は租界の中で作られ、租界ないし
全国の華⼈人に向けて、⾃自由な⾔言論をもって発信してい
った。 
 

第三章   『申報』から⾒見た公和洋⾏行・建築     
第四章   『申報』から⾒見た公和洋⾏行・素顔     

 
   第三章は建築の記事を扱って公和洋⾏行の建築につ
いて、第四章はそれ以外のものを扱って公和洋⾏行の素
顔について、読解・分析を⾏行った結果、公和洋⾏行の全
体像が浮かび上がった。 
 

表１   記事の扱いについて（筆者作成） 
 
■公和洋⾏行が極東⼀一の上海において台頭的地位に上
り詰めた⼿手腕 
   ①クライアントの需要に応じて⾃自由に意匠を操れ
るだけの設計実⼒力 
   ②綿密に計画を⾏行ったことによって徹底した⼈人脈
づくり 
   ③⻄西洋か東洋にかかわらず、相⼿手の⽴立場や背景を熟
知し、それを利⽤用してあらゆるトラブルを解決し、ピ
ンチを打開できるだけのずる賢さ 
 
■⼤大衆が認識していた公和洋⾏行 
   ①公和洋⾏行の建築作品ついて、様式や意匠など歴史
的な価値ではなく、⽇日常⽣生活と相関するものがより認
知度が⾼高い。 
   ②公和洋⾏行はその設計活動で歴史に名を残したが、
⼤大衆は公和洋⾏行が⾏行った不動産経営によって認識し
たところが⼤大きい。 
   ③歴史の中にある模範的な設計事務所としてでは
なく、⼿手腕のすぐれたずる賢い⻄西洋資本として、対⽴立
した⽴立場で認識する場合はほとんどであった。 
 
■公和洋⾏行に関して新たな事実発⾒見 
   ①1912 年上海⽀支店が創⽴立される定説に対し、少な
くとも 1878年にすでに上海での活動が⾒見られた。 
   ②戦争で撤退した後、再び上海で事業を再開したの
は 1970年代とされた定説に対し、少なくとも 1947年
にすでに上海での事業を再開したことが明らかにな
った 
   ③現在の静安寺路、⼤大⻄西路、⻄西摩路という３つの道
路に挟まれた 100メートル未満のエリアに、万国新式
家庭展覧会の会場建築という公和洋⾏行の作品を新た
に発⾒見した。 
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   その他、公和洋⾏行が不動産経営に踏み込んだのは、
サッスーン財閥のと関係が⼤大きく関わったことも分
かった。 
 

第五章   もう⼀一つの近代上海  
   近代上海について、公和洋⾏行はほとんどの⽂文献でパ
ーマー＆ターナーの名前が使われていることに代表
されるようにに、それまでの歴史は⻄西洋を元に展開さ
れてきました。本論⽂文は申報の⼤大衆的視点を借りて、
中国側の認識によるもう⼀一つの近代上海を試みまし
た。この両者をあわせたものが、より真の歴史に近づ
けるられると考えています。 
 

図３   ⼆二つの近代上海（筆者作成） 
 
■⼤大衆の認識する近代上海 
   ①⼤大衆は⻄西洋を対⽴立する前提で交渉しているので
ある。たとえ合⽬目的性によって連携関係があっても、
対⽴立する構図に変わりがない。     
   ②⼤大衆は⽇日常⽣生活における価値に注⽬目している。こ
れに対し、『申報』は⼤大衆に歴史意識を喚起しようと
する動きが⾒見られた。 
 
＜結論＞ 

結論     
 
■公和洋⾏行について 

   ①⾃自由に意匠を操れる設計実⼒力、綿密な計画のもと
で徹底した⼈人脈づくり、臨機応変で問題解決できるだ
けのずる賢さを駆使して、上海を凌駕したのである。 
   ②設計活動よりは、不動産経営など⼤大衆⽣生活に密接
に関わった活動によって、⼤大衆は公和洋⾏行を認識した
のである 
 
■近代上海について 
   ①⻄西洋⼈人、特に建築において歴史意識がとても強い
ことに対し、中国⼈人は⽬目先の利益に注⽬目している傾向
が⾒見られた。 
   ②⻄西洋⼈人はインフラを伴った都市建設で、上海の近
代化に貢献した。中国⼈人はその恩恵を享受しているこ
とに意識せず、つねに搾取する資本家として、対⽴立す
る前提でやりとりをした。 
   つまり、近代上海の⻄西洋⼈人と中国⼈人は、同じ空間と
時間を共有しているにもかかわらず、まったく違う世
界を⾒見ていたのである。 
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申報記事⼀一覧  
 
 

通し番号 日付 期 版 「日本語訳タイトル」概要
X01 1878年01月12日 1757 3 「窃盗案件実録」盗難にあった公和洋行の古時計が質屋で発見され、元の所有者に返還。犯人見つからず。
X02 1878年08月26日 1944 3 「熊氏が現金を窃盗」公和洋行管絲樓のレジが盗難にあった事件で、当事者の吳氏と容疑者の熊氏がそれぞれ法廷で証言し、熊氏に杖刑
X03 1881年06月11日 2912 2 「絹織物の市場が開市」公和洋行が買い付けた絹織物1700パックが上海に到着し、出荷状況が書かれた
X04 1885年10月06日 4483 11 「イギリス租界訴訟録」公和洋行の使用人が人力車に乗って乗り逃げとされた事件について、当事者がそれぞれ証言
X05 1886年12月31日 4927 3 「娘を売る案件の続報」娘を売る案件の当事者たちがそれぞれ証言。公和洋行の若旦那の下僕が人身売買の張本人だとの証言も
X06 1887年12月07日 5260 3 安全な灯油」倒れても漏れない、火災になりにくいオイルランプの紹介。公和洋行が代理販売している
X07 1888年04月13日 5380 3 「イギリス租界訴訟録」公和洋行で働くコックとその手伝いが喧嘩した事件の証言と判決
X08 1888年12月20日 5631 3、4 「イギリス租界訴訟録」雇った買弁が横領し、その保証人に弁償するよう公和洋行の主人が訴え、当事者がそれぞれ証言
X09 1889年04月16日 5742 3 「西洋人商人の訴訟案」公和洋行の買弁が横領する事件の続報。（1888.12.20記事の続報）

X10 1901年01月25日 9980 3 「上海共同租界訴訟録」アメリカ総領事館代理副領事の娘の部屋にあった窃盗事件で、当事者がそれぞれ証言。公和洋行の主人が容疑者の
范氏を弁護

X11 1902年06月05日 10462 3 「薬の寄付に感謝」公和洋行が大金を使って効き目のよい薬を入手し、必要のある人に配った。その恩恵を受けた一人からのお礼状

X12 1902年06月11日 10468 3 1902.06.11　「良薬を贈り、世界を救う」下痢や嘔吐などの流行病に良く効く薬の紹介、注意事項などが書かれ、より多くの人を助けるた
めに薬の配合も公開。在庫の一つに公和洋行がある

X13 1903年05月02日 10786 3 「イギリス人が囚人を恤む」イギリス領事館の翻訳官が公和洋行の主人娘と結婚し、36名の求人を特別釈放した。

X14 1907年04月13日 12203 19 「絹織物を載せた船が留置され、行方不明に」公和洋行が買い付けた絹織物が押収され、イギリス領事が上海道台に問い合わせたところ、
詳細がわからず

X15 1907年11月19日 12505 20 「公共公廨の早堂案件」窓ガラスを割って入室窃盗を行った犯人が逮捕され、2年6ヶ月の懲役。被害者に公和洋行などがある
X16 1910年06月05日 13406 20 「イギリス租界」公和洋行の馬車が道端で倒れて急死したと
X17 1911年02月27日 13667 20 「イギリス租界」公和洋行に家賃を滞納した写真館が閉鎖
X18 1921年08月11日 17410 14 「倉庫で大量アヘンが押収／恒安棧主の郭兆如氏が逮捕、管棧人の王月が摘発」事件現場の倉庫は公和洋行が所有

X19 1923年06月26日 18079 15 「江湾競馬の裏話／名馬Salvationが死亡、新しい観客台が建設」名馬が病死し、飼い主がすぐに新しい競走馬を買い付けた。また、新しい
観客席は公和洋行が設計し、近日着工する予定。

X20 1923年08月06日 18119 15 「江湾万国競技場の新建築」競馬場の新観客席を建設する予定で、設計は公和洋行によるもので、現在旧観客席の解体作業が終了したが、
工事の担当がまだ決めてない

X21 1923年12月08日 18243 17 「華泰が印刷業を始める」印刷業務に関する広告。公和洋行と業務上の取引があることをセルスポイントとした

X22 1924年04月15日 18364 14 「ジャーデン・マゼソン商会が金庫を製造工場の総理を宴席を設けて招待／金庫製造および工場の歴史が講演」上海で幅広く巨大なトラス
トをつくった怡和洋行が金庫製造会社を招待した宴会の様子が書かれた。公和洋行の人が出席

X23 1925年06月28日 18795 17 「倹德貯蓄会が集会所新築／山允元実業公司が設計」新築会所のためコンペが行われ、公平公正のため応募者の名前を入れる代わりにマー
クを入れるなどの工夫がなされた。公和洋行の応募案は二等であった

X24 1926年03月21日 19053 14 「ウィルソンが地産委員に立候補」公和洋行の主人ウィルソン氏が地産委員会に立候補、不動産の大ベテランなどとその正平が紹介された
X25 1927年01月06日 19343 17 「マーケット情報」公和洋行地産部新たに二人の襄理を招聘
X26 1927年01月11日 19348 11 「公和洋行地産部最新ニュース」公和洋行地産部新たに華総理と副経理を招聘
X27 1927年01月18日 19355 17 「マーケット情報」公和洋行地産部が宴席を設け、各界名士を招待した
X28 1927年01月25日 19362 11 「公和洋行、上海の不動産売買業務を行っている」公和洋行の喧伝記事

X29 1927年01月27日 19364 17 「各団体の最新ニュース」サッスーン・ハウスが年内竣工する予定。計画案の変遷や、最終案の情報を詳しく掲載された。設計者の公和洋
行についてもその生平を紹介し、信用が高いと賞賛。

X30 1927年02月19日 19380 17 「上海で万国新式家庭展覧会が開催する予定」家庭製品を集まって展示する展覧会について、背景や趣旨、展示配置など詳しく紹介した記
事。この展示会場の設計を担当したのは公和洋行

X31 1927年03月03日 19386 17 「万国新式家庭展覧会／場所滬西大西路 陽暦5月開幕」家庭製品を集まって展示する展覧会を紹介した記事を、その背景や趣旨、展示配置
など更に膨らんで詳しく紹介し、また、展覧会の組織も紹介した

X32 1927年06月14日 2E+05 15 「嚴諤聲氏が陽暦で家賃を徴収よう要求／孫中山総理の改暦志願を徹底」陽暦で家賃を徴収するよう、住民が公和洋行に要求

X33 1927年07月17日 19521 14 「国の歴で家賃を支払うのを主張した嚴氏がその主張を正した／大中里の店子の賃貸代理所宛の書簡」公和洋行臨機応変、店子が陰暦を要
求と主張を一変（06.14記事の続報）

X34 1927年08月01日 19536 15 「根偉製薬公司が今日から開業」公和洋行地産部の陳根偉氏が効き目のよい薬を製造し一般発売
X35 1929年07月05日 20234 14 「各商会連合会ニュース」公和洋行に家賃の値上げをやめるよう、フランス租界南陽橋商会連合会が公和洋行に書簡を送った
X36 1929年09月18日 20292 15 「ソ連建築家自殺／長年精神的疾患、自ら墓の設計図を遺して」自殺したソ連建築家の息子の一人は公和洋行勤務の建築家
X37 1929年11月15日 20350 16 「上海臨法時院」家賃滞納案の判決結果。公和洋行に家賃を支払うようと判決

X38 1930年02月26日 20443 13 「聯華総会会員／イギリス領事歓迎会／イギリス領事が懇切な講演」新任イギリス領事の歓迎会の様子が書かれた。公和洋行の主人ウィル
ソン氏が歓迎挨拶

X39 1930年05月09日 20514 15、16「李蓬蓀氏が車に惹かれ死亡／1万両余の賠償を求める／毎月70元で計算すると、死んだ人が15年面倒を見てくれる、賠償の他法律に従って罰する、運転手はまだ責任を逃れようとしている」事件当事者の運転手は公和洋行の使用人。

X40 1930年06月30日 20565 15 「フランス租界／學府の土地が売却／この冬に建て替える予定」フランス租界霞�路あたりの不動産が35万両の値段で華人資本団に売却。
公和洋行が代理

X41 1930年09月08日 20635 14 「市民会／房屋紛糾専門委員会」公和洋行に、無理に住民に引越しさせるのをやめるよう、委員会が議決を下す

X42 1930年09月12日 20639 16 「海寗路永安里の住民が援助を求める」新サッスーン洋行所有の永安里の物件が公和洋行所有に変わったところ、態度一変して家賃8割値上
げされたのちに、引越しを強要されたと、住民が納税華人会に援助を求める

X43 1930年11月15日 20702 15 「清雲里／取り壊し立ち退く事件まもなく判決／西洋人数名が証言、11の会社が原告側に、昨日議論完了、来週火曜判決」新サッスーン洋
行から電話をもらって、現場に駆けつけたと公和洋行の書記が証言

X44 1931年03月01日 20799 16 「鄒愛貞氏が反訴／唐惠玄氏訴訟案件が再審／唐氏は誣告じゃないと主張、鄒氏は唐の人格を語る」妻の鄒氏が不倫と経済学博士の唐氏が
訴え、当事者がそれぞれ証言。不倫相手とされたのは公和洋行の陳根偉氏。

X45 1932年06月24日 21269 15 「虹口長安里の住民／昨日大家に免租を要請」長安里の住民は、大家に第一次上海事変で戦場となっていた期間の家賃を免除するよう要
請。近くにある公和洋行の物件が家賃免除されたことを根拠のひとつにした。

X46 1934年07月01日 21982 16 「十七歳青年／生活困窮で非行に走る／四回にわたって計400元を強請りとろうと逮捕後白状」被害者は公和洋行のエンジニアで、四回目の
脅迫状に書かれた場所でようやく犯人を捕まる。

X47 1934年12月19日 22152 12 「劉麟生氏の書道碑文」書道が得意の劉氏が対聯など各種業務を行うと広告した記事。北平公和洋行の馬銳文氏にて受付

X48 1935年04月17日 22262 9、10
「租界納税華人会／代表大会昨日開催／虞洽卿氏、徐新六氏などの五人を華董に、王延松氏などを委員に、王伯元氏を土地委員に、電話料
の値上げに反對と議決し、正式発表」租界納税華人会の議事録。一万字近くと紙幅が長い。土地委員会報告に公和洋行の土地が徴収された
との記録がある

X49 1935年09月22日 22418 14 「中国銀行新社ビル工事／旧社ビルは倉庫を除き今月末に解体終了する予定、新社の設計はサッスーンハウスと高さを競う」中国銀行新社
ビルの設計を担当したのは公和洋行。

X50 1935年09月27日 22423 10 「香港上海銀行／香港本店ビルまもなく竣工／公和洋行設計の業績」まもなく竣工する香港上海銀行本店ビルについて、その意匠や配置を
詳しく書かれ、賞賛した。また、設計者の公和洋行の生平や過去作品も紹介。

X51 1941年09月03日 24242 7 「読者助学金組合／今日から交付／一回目と二回目リストに名の有る方が受領可能　5日まで期限厳守」助学金に関わる各種事項が公示。公
和洋行の史槐卿氏が100元寄付、更に家族や友達から679元を募金。

X52 1941年12月02日 24331 6 「ユダヤ人が米国首相に贈与／ダイヤモンド５つのある時計／感謝の意を伝える」上海に亡命してきたユダヤ人時計職人が感謝の意を込め
てアメリカ大統領にダイアモンドの時計を贈る。上海のアメリカ領事と公和洋行の人が仲介

X53 1947年01月29日 24766 5 「住民が引越を拒否し、高等法院に上訴」公和洋行が代理している不動産の賃貸について、戦争直後で住宅不足が深刻する中、引越先がな
いと高等法院に上訴
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図４   バンドの万国建築博覧（灰⾊色は公和洋⾏行による設計）（筆者加筆） 


